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正方形鋼管と帯筋及び緊張 PC鋼棒で横補強 し た 合 成RC柱d)耐裳性能に固する研究

(Stud)'on Sd:Smic Behavior of Hybrid RC Col11mEL~ Confined by 
SquamStce1 1nbcヽvithHoops and with PC Bar Pres匹 sing)

我が国は1比界で有数の地疾印であり．過却こ閲東大地淫{M7.9)，兵罪県南部地痕(M7.3)及び今

年 3月’ll 日に発生した H 本囚佐娯測史上敢大の東北地方太平洋沖地展(M9.0)等が発生し．その •

度に建物の倒↓羨道路橋梁の被害，その他(])インプラ等の被害が伴い，多数の認い命が奪われて

いな近年，我が国は首都直下型地裳，束海l臼需，東海 ・東南海地裳の発生が切迫しており」国

民l)生命 ・財茄を守る社会資本整備が蛍要課冦であるC ,' 

ーのような背長のもとで．造物和始め，大地戻時における翠急物質の一輸送等0屯要なライプラ

インである橋梁等の構迄物の朗巽設計及び酎衷補強に関する研究が里要な研究テーマとなる3

＂ーの中で ，・建物の倒捩のような森滅的な災害は，珪物を支える柱部材(})耐芸性能に左右される

ものと考えるこ そこでJ 本研究では( I )'tl}t}」が大きい， ・(2)削性が大さい．（3）靱性及びコーネルギし——
吸収能力に優れた耐農性能のよい合成 RC柱祁材の開発を士一目的とする n

第2幸では，銅管と帯筋で二東に敗補強した合成 RC柱の提案を行うため，低強度及び品強度

コンクリートシリーズの翠紀本 4体ずつの正負繰り返 し水平載荷実験を行い，これらの耐席性能

を明らかにしたc 低強度コンクリートシリ←ーズ試験体の破袋モ・- • ドは付治割裂破埃であったが ，

両強度コンク ．リー トンじ ーズの釧符と帯筋で二荒に横補強した合成RC柱の破壊モードは耐若性

研岱れた靱性タイプの曲げ破浪モードであったロコ ンク リ•一 臼独度が少な く とも 4OM.Pa 程度以

上あれば』主筋比が pE=r1.38%，せん断スパン比が ww戸 15(J）銀斉と帯筋で二草に横袖強した合

成 RC柱は優れた耐痰性能を有することがわかったB

第 3迂では，剣笠と緊張 PC釦棒で高横補強した合成 RC柱の提案を行うため，基準試瞼体 l

｛令剃管と PC館棒で高横補強した合成 RC任 3体を計阿し，正負繰り返し水平栽荷実際を打い！

これらの酌袋性能について検討した。ご」 ン ク •リート強度が少なく と も 40MPa 程度以上あれば』

せん新スパン比が MIVD=LOで， pg=5.51％の高い主筋比であっても，銅管と緊張 PC.鋼棒で尚様

補強した合成 RC往は條れた耐震性能を有することが分かったn

第4章では，第 2.3章で捉案した合成 RCず王の曲げ強哀の評価方法を提案した。提案したファ

イパーモデル解析による評価方法及び多段配筋柱の曲げ強度略算式をペースにした方法は本論

文で提案した合成 RC柱硫げ強殿を紡J}こ評価できることが分かった。

第 5卒では，第 2,3草で提案した合成 RC柱のせん断挫度に困する評価方たを委菜した，， 木論

文で掃案 した合成 RC柱に対すろ評価結果から銅管及び緊張 PC網棒が合成 RC注の曲げ強度

よりもせん断強度｝こ大きく寄与していることが分かった。これはせん断名パン比が，小さく

(lvl/VD=,_0-・・・ 1,5)，主筋比が大きい(pg=4.38~5.5l%）合成 RC柱でも優れた耐震性能が確保できる

理由と考えか

第 6序ではa 本涵文の研究成果の総括を行い．得られた知見及び今後の研究課題等について述

ペに本治文の第2.J寇で提案した合成 RC往ば コンクリート強ばが 40MPJ程度以．ヒあれば，

酎震性能に硲れたRC柱部材であるこ とが，木研究で得られた結論である。
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止方形銅笠と帯筋及び緊張I噂村怖で横補強した合成RC柱の耐‘装性

能に関する研究

H本列品には 4個のフレー トが父錯し、自然の震動台、あるいは地震列品といわれる

ほど地君が際立って多く、 R本及びその近海でマグニチュード 6以 KO)地震が1It界の約

20％発生していると 盆われている亡それほどまでに 11本は世界で有数の地相国であ り、

過1~•に 1923 年の関東大地哀(M7.9) 、 1995 年の兵府県南部地和M7.3)及び 2011 年 3 月 11

LI ! I本同内説測史 1:ht大の東北地力太平洋沖地殴(M90)令が発生 し，その度に建物の倒

壊、道路橋梁の被害、その他のインフラ等の被古を伴い、多数の神ーい命が飾われている．

特に、東北地方）べ平洋沖地淫では津披による被吉が 90％以上を占め、 1ぜ氏 17．っていた口近

年、我が国は日郡油―．卜型地装束悔地哀，束洵．束南悔地役•呼の発生が切追 し ており，

国民の牛命・ ）！オ性を守る防災．減災対策が五要，力こ社会的課迎である＝
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このような背捺0)もとで建物を始め，大地股貼における緊急物」臼6消段澤の亜要な

1ライフーラインであど祖栄写の措造物(,f)j庫設片i及び『出君補強に関する研究か頭要な研究

テーマとなる口そd_]なかでも，鉛直荷巫を常時支え，地祖荷旦と してd)7炉認if垂に煮抗

するIき滞材の研究は．街めて屯扱であなすなわ包建物のt9l埃0)ような埃滅的な被郷改．

佳物を支える柱部材四耐虚性能にな右さA’]やすい c そこで（］瀾）］が大きい (2)剛＇性が

Jべきい． （J）靱＇性及び エネルギー4吸収能力に倭れた面ぽ・性能のよい RC柱：・年以t現化が

期待されている。 一方コンク「 l 一 ~ トと鋭を併用した合成梱造が近年it 目されるように

なってきたe 合成椙造柱!,よ コンク1_1ートと鉗が有する閲点をお互いに補うと同時に｀

お互いg)杓互作用i:...:.より面拷箋＇性能を． K幅に改語できる可能性のある往である＂

本溢又は上記t)観点から合成欄がこ｛澤1 し、 鋼宕と帯筋で二巫！こ横哺強 した合成• RC

ttと．剃茫（と緊張 PC鋼枠でi者横補強した合成 RC#を基本茫．これらの弾塑性学動を実

験と堺析の両l」,ii か ら 解用 し 、 面摺這能の大幅t._~改菩を 目的としたも5)で．主な研究成限

は次：りとおりであな

：ず、一・訊紐縮｝｝ トーの正負鉄り返し加li：力I|力実験から、 著者は高横補強を廂した合

賊 RC柱といえども苦通強度ゴンク 1J•ート ( 2 IM..Pa)では1砂叩f割裂破壊を起こずが,40MPa 

i以上碩麟コンタリー トであれば、合成 RCiKはrII]げ挙勁が叩見た岱オ1だ鱈麟

を示すことを見出した二らU)ことは主筋を多展に配筋（主筋比pg二43認から 5.5l%｝

1する場合には、横補強い）配固のみならずこ］ンタリー I河鰭も一定値以j渾）強度を確保

iしなければならないことを示唆していな次いで、こ(/)曲げ挙動をフ t・イパーモデルで

解析するととも に、多段配筋柱の曲げ腔度略算式を用いた計算も行い、 唸者が捏安した

合成 R.C柱0)lllげ強度を適切に評価できることを示していなさらに． Sとん祈強世に関し

てば木実験では砥認できないことから、 日本建築学会（HII)で捉案されている乾性指針

式 9)適)-1」性を検甜していかすなわもり本研究でば合成郎柱のせん断破壊に関する ~Jど験

粘果がないのでせん断強度(j)『if蘇約皮を実験で疸接的には検計［できな応レかし靱

性指針式で求めたせん断強度の計豆値：由lfr：子強度引臣簡よ りも確芯こ大きく ．実咬結果

でぎせん断妓はは:'.Iぷていないことから，せん断強度を計禅によりほぽ推定できると し

ていな品後；ふ 頷i笠と帯筋．および詞管こ緊＇駁PC律柑喉によった．森横補強がh,Ulll,-f強炭

よりせん也噸度の培大に大きく寄与する こと も明 らかにしている。

以上．要する に 著者は本研究で捉朱した合成RC柱：•iコンクリ ー ド強度が4OMI上a程度
以上あれば、面l浪性能に俊れたRC柱部材にな りう るここを一定袖尼縮：り下切E負繰り返

し水平肛jJ呉験と．曲げ，及びせん斯強度に関する言国から明らかにし、 合成RC柱の殺

叫詞を坪えている、特心 劉管と緊胆℃糾棒で油横補腐素合成RC郡ま横補強効率が

巌fn埒く，耐澁性能も極めて尚t-・,ごとを実験と解祈8.）両面から示しているC

したがって，木研究成果は工学的に有用であ｝） 、提fi！された学位論文は閲士i)学佐論

文にtll呈↑するものと半lj斯し、学位論文の需行を合格とする＂また 、論文発表会応お：tる

発表はら乙<iこ固疑応笞において．山諸者は県1r1J分野および関迪分野の[“分な知姦ならび

に十分な研究能力を有していることが蹄認できた6)で屎終試験を合格とする、そして、

学力玲認のため0)外国而の試験ては距秀な成箱を収めておい学力試験を合格とすな


